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 令 和 ２ 年 第 ３ 回 定 例 会  

令和２年度補正予算（案）の概要 

   

  第３回定例会では、国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金」などを活用し、幅広く市民の消費を喚起することを目的とした「まるごと

小樽プレミアム付商品券事業費」や、保育士・医療従事者等への慰労金の支給、

一度に多数の感染者等を移送することができる車両の整備、国の「ＧＩＧＡス

クール構想」の前倒しに伴う「１人１台端末」の円滑な導入に係る経費などを

計上しました。 

そのほか、教育委員会庁舎を旧小樽商業高校へ移転することに伴う改修工事

費や、令和元年度決算に伴う繰越金、財政調整基金積立金などを計上しました。 

 

[先議分] 

 

 

【補正予算の主な内容】 

 

 

◇ 新型コロナウイルス感染症対策関連予算 

 

 

 ≪「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」活用事業（市独自）≫ 

 

 

バスロケーションシステム導入事業費補助金      ６，０００万円 

利用者がバスの位置情報や運行状況等をスマートフォン等で確認できる 

システムの導入に係る費用を助成 

・多言語に対応し、インバウンドによる公共交通の利用を促進 

・助成先：北海道中央バス株式会社 

 

 

まるごと小樽プレミアム付商品券事業費            ７億円 

感染症拡大による市内経済への影響を緩和し、幅広く市民の消費を喚起する 

ことを目的にプレミアム付商品券を販売 

    ・額面：13,000円（販売額 10,000円） 

    ・発行枚数：50,000冊（1,000円×13枚／冊） 

・発行主体：市及び経済団体等により組織する「まるごと小樽プレミアム付 

商品券事業実行委員会」 

 

会  計  名 補正予算額 

一 般 会 計 ８億２，８３２万６千円 
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◇ その他の補正予算 

 

教育委員会庁舎等改修工事費【債務負担】     ６，８３２万６千円 

（債務負担 3 年度 4,525 万 2 千円） 

旧小樽商業高校校舎へ移転することに伴う改修等 

 

 

 （そ の 他） 

［歳  入］財政調整基金繰入金         ３，７６０万６千円 

 

 

 

[通常分] 

※１ 住宅事業特別会計は、歳入予算の補正のみ 

 

 

【補正予算の主な内容】 

 

 一般会計 

 

◇ 新型コロナウイルス感染症対策関連予算 

 

 ≪「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」活用事業（市独自）≫ 

 

議会ＩＣＴ推進事業費                  ７５０万円 

ペーパーレスな議会運営のため、全議員に貸与するタブレット端末を整備 

し、市政資料や議会資料をクラウド上で管理 

 

業務オンライン化関係システム整備事業費       １，３００万円 

Ｗｅｂ会議環境や遠隔地から庁内システムへアクセスするための専用端末等 

を整備 

会  計  名 補正予算額 

一 般 会 計 ７億６，７４６万２千円 

国民健康保険事業特別会計     １億５，６８６万４千円 

住 宅 事 業 特 別 会 計 ― 千円 ※１ 

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計     ２億２，９１１万５千円 

後期高齢者医療事業特別会計 ４，７４０万８千円 

病 院 事 業 会 計 ３億１，６５０万７千円 

合     計    １５億１，７３５万６千円 
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社会保障・税番号制度システム改修事業費         １３０万円 

生活保護の決定を行う際に必要な調査においてマイナンバー情報連携ネット 

ワークを活用するためのシステム改修 

 

 

ウィズコロナ移住促進事業費             １，０００万円 

・市内での就業体験等を含む移住体験ツアーを開催 

・テレワークモニターを募集し、滞在期間中の宿泊費用の助成や特典を進呈 

・オンラインでの移住相談や、メディアを活用した移住ＰＲ広告を掲載 

 

 

観光資源活用等共同研究事業費【繰越明許費】       ６５９万円 

（繰越明許費 440万円） 

小樽の歴史文化を活かした新たな観光資源を調査・整理し、活用の仕組み等 

について小樽商科大学との共同研究に係る事業費負担 

 

 

福祉・介護事業所等業務継続計画策定支援事業費      ５６５万円 

社会福祉施設や介護サービス事業所等において自然災害や感染症等により、 

事業継続が困難になる場合に備えた業務継続計画の策定を支援 

 

 

おたるアクティブシニア応援アプリ開発事業費補助金    ４７０万円 

「新しい生活様式」に対応した高齢者の生活を支援するため、介護予防や 

防災情報等を周知するツールとして独自のアプリ開発に係る経費を助成 

・事業主体：小樽市社会福祉協議会 

 

 

児童福祉施設等職員慰労金支給事業費       ３，４６０万１千円 

・緊急事態措置期間に認可保育所、認定こども園、預かり保育実施事業 

幼稚園、認可外保育施設に勤務した職員に対し、慰労金として、一人 

当たり５万円を支給 

・学校の臨時休業に伴う放課後児童クラブの臨時開設期間中に勤務した 

職員に対し、慰労金として、一人当たり３万円を支給 

 

 

  保健所体制強化事業費                ３，８００万円 

 

   ・通信設備改修事業費                １４０万円 

オンライン会議等の増加に対応するため、無線ＬＡＮの構築及び 

パソコンを増設 

 

   ・車両購入費                    ４１５万円 

新型コロナウイルス感染症患者搬送用の車両を更新 
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   ・庁舎施設改修事業費              ３，２００万円 

給水管直圧化工事及び非常用発電機改修等 

 

   ・管理経費                      ４５万円 

 

 

医療専門学校オンライン化事業費補助金        １，０００万円 

市内医療専門学校の３密対策としてオンライン授業構築等のための通信環境 

整備に係る経費を補助 

 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止啓発事業費       １５０万円 

・チラシを年２回、新聞折り込みにより配布 

・医療機関、公共機関等においてポスター、ステッカーを掲示し、チラシを 

配布 

 

 

放課後児童健全育成事業費（勤労女性センター費）      ５３万円 

 

・通信機器整備事業費                 ２０万円 

緊急時のスムーズな連絡体制を構築するため、パソコン等の通信機器を 

整備 

 

・慰労金支給事業費                  ３３万円 

学校の臨時休業に伴う臨時開設期間中に勤務した職員に対し、慰労金と 

して、一人当たり３万円を支給 

 

 

強い水産業構築緊急支援事業費補助金           ４００万円 

感染症拡大の影響を受ける漁協の経営継続を支援するため、将来の水揚げ 

増加につながる資源維持・増大の取組に係る費用の一部を助成 

・対象事業者：小樽市漁業協同組合、小樽機船漁業協同組合 

 

 

青年会議所補助金                     ５０万円 

感染症拡大に対する経済対策として青年会議所が緊急的に実施する事業に 

係る費用の一部を助成 

 

 

観光誘致プロモーションビデオ制作事業費【繰越明許費】１，５００万円 

（繰越明許費 1,500万円） 

現在の小樽及び北しりべし広域の自然とまちの魅力を映像化し、訪日外国人 

観光客にも対応した、小樽への訪問意欲を促す魅力的な観光誘致プロモーション 

ビデオを制作 
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冬季イベント開催事業費補助金            １，０００万円 

感染症拡大に対する経済対策及び観光客誘致の取組として雪あかりの路と 

時期を合わせた新規イベントの実施に係る経費を助成 

 ・助成先：小樽雪あかりの路実行委員会 

 

 

都市公園手洗い整備事業費                ３００万円 

市民が公園を安心して利用できる環境を整備するため、どんぐり公園及び 

末広公園に手洗いができる施設を設置 

 

 

フェリー航路利用者感染防止対策支援事業費補助金     １３０万円 

フェリー運航会社が乗船客の検温のために小樽港旅客上屋ターミナルに設置 

したサーマルカメラ等体温検知器の購入費用の一部を助成 

 

 

消防職員感染防止対策事業費              ９３万５千円 

消防活動で使用した感染防止衣等を殺菌消毒する殺菌線ロッカーを整備 

 

 

新型コロナウイルス等感染防止資器材整備事業費  １，０２６万９千円 

消防隊員の感染予防対策として、空気呼吸器面体及び防火フードを整備 

 

 

検査業務資器材整備事業費                １００万円 

消防検査での３密防止対策として、検査時間の短縮及び検査員数の削減を 

図るため、デジタルカメラ等を整備 

 

 

新型コロナウイルス感染症等患者移送車両整備事業費【繰越明許費】 

５，０２３万１千円 

（繰越明許費 5,023万 1千円） 

集団感染の発生等に対応するため、一度に多数の感染者等を移送することが 

できる車両を整備 

 

 

救急業務高度化推進事業費            １，００７万６千円 

感染症に罹患している傷病者を陰圧ボックス内に隔離した状態で搬送する 

ことができる感染対策用資機材（アイソレーター）を整備 

 

 

テレビ会議推進事業費                   ５５万円 

市内各学校や後志教育局等とのテレビ会議に必要なタブレット端末等を整備 
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臨時休業等対策経費                  ７４万８千円 

臨時休業の際に児童生徒の家庭へ市教委から一括して文書や学習課題を郵送 

した際の経費 

 

 

学習支援人材用パソコン整備事業費 

・小学校費                      ３００万円 

 

・中学校費                      １００万円 

「学校の段階的再開に伴う児童生徒等の学びの保障」のため増強される 

学校職員（加配教員、スクール・サポート・スタッフ）の使用する端末等 

を整備 

 

 

学校生活環境改善整備事業費【繰越明許費】 

・小学校費                    １，９６０万円 

（繰越明許費 1,847万 8千円） 

 

・中学校費                    １，６４０万円 

（繰越明許費 1,560万 8千円） 

３密対策を主眼とした小・中学校の生活環境改善に加え、避難所開設時 

の換気・暑さ対策にも配慮し、網戸等の新設・増設及び大型扇風機の整備 

を全校で実施 

 

 

教育情報化推進事業費 

・小学校費 （２定）4億 3,089万 5千円→（補正後）4億 6,580万円 

・中学校費 （２定）2億 7,170万円→（補正後）2億 9,900万 7千円 

 

・ネットワーク関係経費 

小学校費                   ２２９万９千円 

   

中学校費                   ２５５万１千円 

「１人１台端末」の使用に必要な通信を確保するため、新たに各小・ 

中学校に高速なインターネット回線の開設及びＷｅｂフィルタリング 

サービスを導入 

 

・ＧＩＧＡスクールサポーター配置事業費 

小学校費                   ９９９万６千円 

   

中学校費                   ６６６万４千円 

「１人１台端末」の円滑な導入に向けて学習環境整備の設計や使用 

マニュアル作成等の支援業務をＩＣＴ技術者を有する事業者へ委託 
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・端末導入経費 

小学校費                   １，９２１万円 

   

中学校費                   １，０７９万円 

各端末に必要なソフトのインストールや初期設定、設置作業等を委託 

 

・モバイルルーター整備事業費 

小学校費                     ３４０万円 

   

中学校費                     ２６０万円 

子供の学びの保障と教育の機会均等の観点から、インターネット 

環境を整えられない家庭の児童生徒に対し、貸出し可能なモバイル 

Ｗｉ－Ｆｉルーターを整備 

 

・遠隔学習機能強化事業費 

中学校費                   ４７０万２千円 

同時双方向授業の際に黒板や教科書を映すことができる書画カメラを 

整備 

 

 

学校給食費返還等事業費               ４２３万５千円 

２月 27日から春休みまでの学校給食休止により小樽市学校給食運営協議会が 

負担した、食材のキャンセルに係る違約金相当額を助成 

 

 

学校給食費助成事業費補助金             １，３００万円 

夏・冬休み登校日の学校給食提供により追加の給食費を保護者に負担 

させないため、小樽市学校給食運営協議会に対し、相当分を助成 

 

 

学校給食事業者等支援事業費               ２６６万円 

・４・５月の学校給食休止により影響を受けた学校給食事業者に対し、 

安定的な供給体制を維持できるよう支援金を支給 

・小樽市学校給食運営協議会が負担した、４月分の食材のキャンセル 

費用相当額を助成 

 

 

放課後児童健全育成事業費（社会教育総務費）   １，４８１万３千円 

 

・会計年度任用職員給与費等（新型コロナウイルス感染症対応開設分） 

８４７万５千円 

学校の臨時休業に伴う臨時開設に要した人件費の増 
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・通信環境整備事業費              ２１９万８千円 

緊急時のスムーズな連絡体制を構築するため、パソコン等の通信機器を 

整備 

 

・慰労金支給事業費                 ４１４万円 

学校の臨時休業に伴う臨時開設期間中に勤務した職員に対し、慰労金と 

して、一人当たり３万円を支給 

 

日本遺産炭鉄港展示施設整備事業費          １，９００万円 

感染症収束を見据えた観光振興対策として、鉄道展示「手宮駅構内」を、 

日本遺産「炭鉄港」を紹介する、本館のシンボル的な展示として更新・再整備 

 

プラネタリウム設備等整備事業費           １，５００万円 

３密対策を主眼としたプラネタリウムの環境改善を図るため、換気・投影 

システムの更新並びに座席の再配置 

 

学習パンフレット作成事業費               １００万円 

教育旅行等の研修先として利用促進を図るため、ダウンロード等により事前 

学習などで活用できる文学館・美術館に関するパンフレットを作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪その他の新型コロナウイルス感染症対策関連予算≫ 

 

児童館関係経費（新型コロナウイルス感染症対応分）（総合福祉センター費） 

    ５０万円 

とみおか児童館に対し、感染防止のために必要な備品や消耗品を購入 

 

 

ファミリーサポートセンター事業費（新型コロナウイルス感染症対応分） 

                             ４０万円 

感染防止のために必要な備品や消耗品を購入 

 

 

塩谷児童センター運営経費 

（放課後児童健全育成事業費（新型コロナウイルス感染症対応分）） 

                             ４８万円 

感染防止のために必要な備品や消耗品を購入 

 

上記のほか、 

放課後児童クラブの３密対策のため、令和２年５月の１か月間は利用自粛を 

求めたことから、一度も利用しなかった場合の手数料減免分について、臨時 

交付金などを活用した財源補塡を予算計上しています。 
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児童館関係経費（新型コロナウイルス感染症対応分）（児童福祉総務費） 

   １００万円 

いなきた児童館及び塩谷児童センターに対し、感染防止のために必要な備品 

や消耗品を購入 

 

 

つどいの広場事業補助金（新型コロナウイルス感染症対応分） 

                             ５０万円 

感染防止のために必要な備品や消耗品の購入に係る費用の一部を助成 

・助成先：学校法人浄暁学園（朝里幼稚園わくわく広場） 

 

 

保育環境改善等事業費補助金             ２９８万８千円 

（２定）260万 2千円→（補正後）559万円 

感染防止のために必要な消耗品の購入等に係る費用の一部を助成 

・助成先：市内 12施設（私立保育所、認定こども園） 

 

 

感染拡大防止対策事業費補助金              ７２０万円 

感染防止のために必要な消耗品の購入等に係る費用の一部を助成 

・助成先：市内 15施設（私立保育所、認定こども園） 

 

 

市立保育所費（感染症対策事業費）            ２５０万円 

    （２定）237万 7千円→（補正後）487万 7千円 

市立保育所５か所に対し、感染防止のために必要な備品を購入 

 

 

地域子育て支援センター事業費（新型コロナウイルス感染症対応分） 

                            １５０万円 

地域子育て支援センター３か所に対し、感染防止のために必要な備品や 

消耗品を購入 

 

 

市民会館・公会堂・市民センター施設関係経費（臨時休館等損失補塡金） 

                          １３０万５千円 

新型コロナウイルスの影響による利用料金制度導入施設指定管理者への 

損失補塡金（令和２年２・３月分） 

 

 

いなきたコミュニティセンター施設関係経費 

（管理代行業務費等（現年度追加分）（新型コロナウイルス感染症対策経費）） 

                           ２７万３千円 

職員の感染が判明したために実施した館内床消毒作業に係る経費の増 
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分娩前新型コロナウイルス検査事業費           ５００万円 

・分娩を控えた妊婦が希望する場合にＰＣＲ検査等を実施 

・検査の自己負担額について一人当たり２万円を上限として助成 

 

 

放課後児童健全育成事業費（レクリエーション用具購入ほか運営費 

（新型コロナウイルス感染症対応分））（勤労女性センター費） 

                           ４０万３千円 

感染防止のために必要な備品等を購入 

 

 

放課後児童健全育成事業費（レクリエーション用具購入ほか運営費 

（新型コロナウイルス感染症対応分））（社会教育総務費）  ６００万円 

感染防止のために必要な備品や消耗品等を購入 

 

 

◇ その他の補正予算 

 

市職員福利厚生会交付金               △４８万４千円 

（当初）169万 8千円→（補正後）121万 4千円 

潮まつり開催中止に伴う減 

 

 

戸籍情報システム改修事業費             １４９万６千円 

戸籍法の一部改正に対応するため、現在使用している戸籍システムにおいて、 

戸籍副本データの全件送信と情報提供用個人識別符号取得機能に係る改修を 

実施 

 

 

戸籍附票・住民基本台帳システム改修事業費      ９４４万９千円 

デジタル手続法の成立、住民基本台帳法の一部改正に対応するため、戸籍 

システムと住民基本台帳システムを連携する仕組みを構築 

 

 

戸籍除附票データ整備事業費【債務負担】             ― 

（債務負担 3 年度 3,900 万円） 

デジタル手続法の成立、住民基本台帳法の一部改正により旧附票受付 

システムで管理していた令和元年 10月廃棄予定の除附票を保存する必要が 

生じたため、旧システムから該当の除附票を現戸籍システムに移行 

 

 

生活保護システム改修事業費                ６６万円 

生活保護法改正により創設された「日常生活支援住居施設」への委託事務費 

支給に対応するため、現行システムを改修 
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「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」推進事業費          ５００万円 

国が推進する二酸化炭素の排出抑制に向けた取組を普及するため、 

ラッピングバスの運行やＳＮＳを利用したインターネット広告等に 

よる啓発を実施 

 

 

潮まつり実行委員会補助金               △５５５万円 

（当初）555万円→（補正後）― 円 

潮まつり開催中止に伴う皆減 

 

 

海水浴場・観光イベント等クリーンアップ事業費    △２１万２千円 

（当初）190万円→（補正後）168万 8千円 

潮まつり開催中止に伴う減 

 

 

環日本海クルーズ推進事業費               △８０万円 

（当初）125万円→（補正後）45万円 

環日本海クルーズ推進協議会の実施予定事業中止に伴う負担金の減 

 

 

小樽港クルーズ推進事業費             △１，１００万円 

（当初）1,400万円→（補正後）300万円 

クルーズ船入港回数の減 

 

 

港湾計画改訂事業費（航行安全検討業務費）      ２，１７５万円 

港湾計画において、クルーズ船の大型化に対応した港湾施設の規模・配置を 

検討するため、航行シミュレーションなどによる航行安全検討業務を委託 

 

 

校舎等施設整備費（中学校費）              ４３０万円 

（当初）2,000万円→（補正後）2,430万円 

松ヶ枝中学校の移転開校後に実施したグラウンド施設の追加整備に伴う増額 

 

 

会計年度任用職員給与費等（社会体育総務費）     △４１万４千円 

（当初）41万 4千円→（補正後）― 円 

おたる運河ロードレース大会開催中止に伴う皆減 

 

 

おたる運河ロードレース大会実行委員会補助金      △２１０万円 

（当初）210万円→（補正後）― 円 

おたる運河ロードレース大会開催中止に伴う皆減 
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（国等への返還金）国や道から超過交付となった国庫支出金等の返還 

 

令和元年度超過交付額返還金              ２億５９５万３千円 

 

過年度超過交付額返還金                   ６６万３千円 

 

 

（そ の 他） 

［歳  入］市税                ４億６，６００万円 

地方特例交付金             ６４４万４千円 

普通交付税          △２億３，４７８万７千円 

財政調整基金繰入金         １，８８８万９千円 

繰越金             １億４，０３２万５千円 

臨時財政対策債        △１億２，７８０万６千円 

 

［積 立 金］庁舎建設資金基金積立金         １，０００万円 

     財政調整基金積立金         ７，０１６万３千円 

     寄附に伴う積立金              ３，６７９万円 

      ふるさと応援基金積立金ほか３件 

 

［繰 出 金］特別会計への繰出金        △２，１１５万１千円 

住宅事業特別会計 

 

 

 国民健康保険事業特別会計 

 

保健事業推進事業費                 ３６４万５千円 

（当初）3,231万 5千円→（補正後）3,596万円 

 

・医療費分析経費                  ３６３万円 

疫学分析に基づく医療費適正化額の可視化 

 

・健康相談・訪問指導事業費             １万５千円 

生活習慣病重症化予防印刷発送を追加 

 

 

特定健康診査等事業費                 ９５万２千円 

（当初）7,071万 8千円→（補正後）7,167万円 

特定健診未受診者への勧奨件数を追加 

 

 

糖尿病性腎症重症化予防事業費             ２７万３千円 

（当初）346万 4千円→（補正後）373万 7千円 

対象者への電話指導委託を追加 
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一般被保険者償還金及び還付加算金        ３，０４６万１千円 

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少し、保険料減免に該当 

した被保険者等に対する令和元年度分の還付金 

 

 介護保険事業特別会計 

 

第１号被保険者保険料償還金及び還付加算金      ９０８万９千円 

・被保険者への令和元年度保険料返還金等還付未済分 

・新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少し、保険料減免に該当 

した被保険者に対する令和元年度分の還付金 

 

 後期高齢者医療事業特別会計 

 

後期高齢者医療歯科健康診査普及啓発事業費      １５６万８千円 

令和元年における歯科未受診者 12,000人に対し、歯科健康診査の受診を促す 

リーフレットを送付 

 

保険料還付金及び還付加算金               ４６２万円 

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少し、保険料減免に該当 

した被保険者に対する令和元年度分の還付金 

 

 病院事業会計 

 

医業費用                      ５４３万６千円 

新型コロナウイルス感染症対応に係る改修・物品の購入費 

・呼吸保護具用マスク、フィルターの購入 

・救急外来待合室（酸素・空気・吸引設備）改修 

・簡易陰圧装置設置 

・外国人患者受入れのための多言語対応タブレット端末等の整備 

 

特別損失                    ２億２，０００万円 

新型コロナウイルス感染症対応に係る病院職員及び委託事業者の従事者に 

対し、国の交付要綱に沿って慰労金を給付 

 

建設改良費                   ９，１０７万１千円 

超音波画像診断装置 ほか医療機器の購入 

ＨＥＰＡフィルタ付きクリーンパーテーションの購入 

 

 

 上記のほか、 

一般会計では、道支出金や寄附金、助成金の交付による事業費の財源振替、特

別会計では、一般会計と同様に国等への返還金のほか、令和元年度決算に伴い繰

越金や積立金などを予算計上しています。 

 


